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米
利
下
げ
後
に
市
場
大
荒
れ

米
国
が
突
然
の
追
加
関
税
 
4
弾

内
憂
外
患
の
中
国
に
揺
さ
ぶ
り

'

税
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

米
国
株
式
宙
は
8
月
1
日
も

下
落
し
2
日
連
続
で
の
荒
れ
模

様
と
な
っ
た
(
突
,
図
2
)
。

そ
の
後
も
5
日
、
人
民
元
の

対
ド
ル
レ
ー
ト
が
一
時
1
ゞ
・

7
元
を
突
破
し
、
約
Ⅱ
年
3
力

月
ぶ
り
の
元
安
・
ド
ル
高
釡

討一一
一

、
、

需
、
=

多

二

゛

悟

ゞ

P

ま
で
追
加
関
税
が
課
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
中
国
か
ら
の
約
3
0

0
0
億
゛
(
約
器
兆
円
)
規
模

の
輸
入
品
に
対
し
て
、
 
9
月
1

二

n
で
ノ
少

畏
一
'
,
.

ん
一

゛
゛

、
、
今
、

ι
'
,
、
、
"

一

●
!
1
ー

日
か
ら
新
た
に
W

%
の
追
加
盟
を

課
す
と
い
、
ミ
の

だ
(
図
1
)
。
今
回

の
追
加
里
の
発

'
▲
一

動
対
象
は
、
米
国

の
対
中
輸
入
額
の

5
割
弱
を
占
め
る

規
模
と
な
る
。

第
4
弾
の
公
表

は
膓
参
尋
に

と
つ
て
、
予
想
外

の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ

つ
た
。
7
月
鉦
日
、

米
連
邦
公
開
膓

委
員
会
(
F
O
M

S
 
は
景
気
悪
化

を
防
ぐ
た
め
に
、

0
・
部
%
の
予
防

的
利
下
げ
を
決

定
。
し
か
し
、

パ

ウ
エ
ル
米
連
謬

備
制
度
理
事
会

(
F
R
旦
議
長
が

稽
的
な
利
下
げ
の
開
始
を
否

定
し
た
こ
と
か
ら
、
膓
参
加

者
は
更
な
る
利
下
げ
の
期
待
が

薄
く
な
っ
た
と
認
識
し
、
株
式

膓
は
下
落
し
た
。

そ
し
て
、
将
来
の
利
下
ゞ

巡
っ
て
膓
参
加
者
が
綴
を

進
め
て
い
る
さ
な
か
に
追
加
関

ト
ラ
ン
プ
大
蓄
は
8
月
1

日
、
中
国
に
対
す
る
第
4
弾
の

追
加
関
税
の
実
施
を
公
表
し

た
。
第
4
弾
の
内
容
は
、
こ
れ

じ
唆
応
示 も

、

ゞ
、

て、税率を
している

Ga
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図1 第4弾では多数の消費財が対敦品目に
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と
な
っ
た
。
米
財
務
省
は
同
日
、

中
国
を
翠
ぶ
り
に
「
1

作
国
」
と
認
定
し
、
世
晶
な

株
安
に
つ
な
が
る
な
ど
、
米
中

保
の
不
1
の
高
ま
り
が

傷
に
影
を
落
と
し
た
。

米
消
費
者
に
負
担
増

産
)
成
長
率
が
底
堅
か
っ
た
こ

と
、
易
下
げ
を
織
り
込
む
形

で
7
月
に
儒
が
過
去
需
値

を
記
録
し
て
い
た
こ
と
、
窒

際
に
利
下
げ
が
行
わ
れ
た
こ

と
、
早
で
に
下
院
を
通
過
し

て
い
た
連
奮
務
上
限
の
適
用

停
止
お
よ
び
予
算
に
関
す
る
法

案
が
8
月
1
日
に
上
院
を
通
過

し
た
こ
と
ー
な
ど
、
米
国
経

済
の
丕
女
の
種
が
順
調
に
取
り

除
か
れ
た
後
だ
っ
た
。

他
方
で
中
国
は
、
①
4
S
6

月
期
の
省
G
D
P
成
長
率
の

た
だ
、
ト
ラ
ン
プ
大
語
に

と
つ
て
は
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
葬
の
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の

だ
ろ
、
つ
。
累
国
の
4
S
6
月

期
の
饗
G
D
P
 
(
国
内
総
生

元
安

し
か
し
、
今
回
の
追
加
裂

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
米
国
経
済

に
悪
響
を
及
ぼ
し
う
る
。
過

去
の
追
加
関
税
対
象
は
中
間

財
・
資
本
財
が
中
心
だ
っ
た
が
、

今
回
の
対
象
に
は
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
衣
料
品
な

ど
多
く
の
饗
財
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
含
ま
れ
る
。
特
に
、
ス

マ
ホ
な
ど
は
中
国
か
ら
の
輸
入

依
存
度
の
高
い
響
叩
だ
。

つ
ま
り
、
追
加
豐
に
ょ
る

コ
ス
ト
の
増
加
は
、
襄
的
に

米
国
饗
者
の
負
担
増
へ
と
つ

な
が
り
や
す
い
の
で
あ
る
。
足

兀
の
米
国
経
済
は
、
設
獲
資

や
輸
出
が
伸
び
悩
む
中
、
堅
調

な
個
人
饗
が
け
ん
引
し
て
き

た
。
第
4
弾
の
追
加
裂
に
ょ

つ
て
個
人
消
費
が
減
速
す
れ

ば
、
米
国
経
済
全
体
に
黄
色
信

号
が
と
も
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
企
業
に
ょ
っ
て

は
ー
を
確
保
す
る
た
め
に

追
加
裂
コ
ス
ト
の
価
鷺
嫁

を
抑
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
う
し
た
坐
口
は
企
業
収

益
に
悪
影
響
が
及
び
、
設
備
投

資
や
雇
用
の
先
送
り
が
発
生
す

る
可
稗
が
あ
る
。
波
経
路

は
異
な
る
が
、
米
国
経
済
に
と

つ
て
聖
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

一
高

鈍
化
、
響
港
に

お
け
る
デ
モ
の
激

曾
湾
へ
の

化
、

個
人
嫁
釋
止
に

見
ら
れ
る
史
口
関

係
の
悪
化
1
な

ど
、
ま
さ
に
内
憂

外
患
の
状
況
。
ト

ラ
ン
プ
大
籍
は

米
中
対
照
的
な
状

況
下
で
、
 
7
月
末

に
上
海
で
行
わ
れ

た
詣
通
商
椴

を
終
え
た
後
、
中

国
に
揺
さ
ぶ
り
を

か
け
よ
う
と
し
た

と
も
考
え
ら
れ

る
。

り
は
な
い
。

9
月
に
追
加
利
下
げ
か

こ
う
し
た
中
、
膓
参
尋

は
号
も
景
気
テ
コ
入
れ
と
し

て
、
追
加
利
下
げ
を
見
込
ん
で

い
る
。
米
政
鑒
利
の
F
F
先

物
宙
か
ら
算
出
さ
れ
る
利
上

げ
・
利
下
げ
確
率
を
見
る
と
、

8
月
1
日
の
ト
ラ
ン
プ
大
蓄

に
ょ
る
追
加
関
税
公
表
後
に
、

膓
が
織
り
込
ん
だ
次
回
9
月

の
F
O
M
C
で
の
追
加
利
下
げ

(
0
 
・
部
%
)
の
璽
は
部
%
。

7
月
釘
日
の
F
O
M
C
直
後
の

5
割
弱
か
ら
大
き
く
上
昇
し

ナ

た
だ
し
、
過
信
は
禁
物
だ
。

9
月
の
F
O
M
C
時
点
で
は
、

8
月
の
経
1
の
結
果
が
利

下
げ
の
判
断
材
料
と
な
る
が
、

8
月
は
追
加
裂
前
の
駆
け
込

み
饗
が
発
生
し
、
個
人
饗

が
底
上
げ
さ
れ
る
可
種
が
あ

る
。
企
業
も
追
加
1
4
弾

が
発
動
さ
れ
る
9
月
1
日
前
に

在
庫
を
積
み
増
す
可
能
性
が
あ

り
、
追
加
関
税
に
ょ
る
ー

嫁
は
徐
々
に
し
か
進
ま
な
い
と

考
え
ら
れ
、
個
人
W
の
落
ち

込
み
は
号
て
も
W
月
以
降
と

7
1
6

な
る
公
算
が
大
き
い
。

し
た
が
っ
て
、
 
9
月
時
点
で

F
R
B
が
追
加
利
下
げ
を
実
施

す
る
坐
口
、
そ
の
根
拠
は
「
景

気
悪
化
を
防
ぐ
た
め
の
再
度
の

予
防
的
利
下
げ
」
と
な
る
。
し

か
し
、
 
7
月
の
F
O
M
C
に
お

い
て
も
、
予
防
的
利
下
げ
に
対

し
て
反
対
票
が
2
番
た
こ
と

や
、
予
防
的
利
下
げ
に
は
賛
成

は
す
る
も
の
の
小
幅
な
利
下
げ

が
妥
当
と
考
え
る
参
尋
も
い

た
こ
と
か
ら
、
 
9
月
の
F
O
M

C
で
利
下
げ
を
実
施
す
る
に

は
、
よ
り
明
確
な
根
拠
が
必
要

に
な
る
だ
ろ
、
つ
。

も
ち
ろ
ん
、
追
加
関
税
公
表

前
と
後
で
は
、
不
1
の
高

ま
1
輩
夙
に
F
O
M
C
参
加

者
の
認
識
に
も
変
化
が
起
こ
り

、
つ
る
。
 
9
月
に
向
け
て
、
膓

参
加
者
の
苦
悩
は
終
わ
ら
な

不
璽
性
の
高
ま
り
の
根

、
0
し源
で
あ
る
追
加
盟
を
巡
る
動

向
と
、
追
加
利
下
げ
に
関
す
る

F
O
M
C
参
尋
の
発
言
と
い

ほ
人
ろ
う

う
二
つ
の
「
追
加
」
に
翻
弄
さ

れ
る
日
々
は
、
し
ば
ら
く
続
く

こ
と
に
な
る
だ
ろ
、
つ
。

(
矢
作
大
祐
・
大
和
総
研
ニ
ユ
ー

ヨ
ー
ク
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研

究
旦

。
タ
ガ
緩
む
0
セ
ブ
ン
&
ア
イ

鈴
木
の
復
帰
待
望
論
も

ブ
ン
&
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

セ
グ
ス
貢
D
)
の
経
営
が
揺
ら

い
で
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
開
始
早
々
、
不

一
,
師
=

正
ア
ク
セ
ス
が
殺
到
し
た
「
セ
ブ
ン
ペ

イ
」
を
廃
止
す
る
と
発
表
し
た
が
、
デ

ジ
タ
ル
妻
の
要
が
3
力
月
で
頓
挫
す

る
の
は
前
代
未
聞
。
関
係
者
か
ら
は
「
鈴

木
敏
文
前
会
長
が
退
任
し
て
3
年
余

り
。
組
織
の
叢
感
が
欠
け
、
タ
ガ
が

緩
ん
で
い
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
苦
言

ま
で
飛
び
出
し

て
い
る
。

鈴
木
前
会
長

が
、
当
時
の
井

阪
隆
一
セ
ブ
ン

イ
レ
フ
ン
社

支

一
一

ノ
、
、

長
・
写
真
・
の
解
任
に
失
敗
し
、
退
任
シ
ッ
プ
否
の
中
で
現
在
は
魯
顧
問

を
発
表
し
た
の
は
2
0
1
6
年
5
月
。
の
鈴
木
氏
1
禽
も
社
内
に
渦
巻

圭
上
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
あ
っ
た
と
い
い
て
い
る
。

わ
れ
る
。
そ
の
後
、
セ
ブ
ン
&
ア
イ
H

D
社
長
に
井
阪
氏
が
穫
し
た
。

為
は
鈴
木
氏
が
力
を
入
れ
て
い

が
論
藤
"
共
東
"
簸
§

、
つ
と
、
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
に
経
営
資
源
を

が
璽
視
さ
れ
て
い
る
。
オ
リ
ン
パ
ス

傘
。
店
舗
の
省
人
化
や
馨
カ
ア
ッ

の
粉
飾
登
事
件
な
ど
を
手
掛
け
「
特

捜
部
の
工
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
た
森
本
氏

プ
に
つ
な
が
る
セ
ブ
ン
ペ
イ
の
開
発
に

注
力
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
 
W
年
に
は
大

は
2
0
1
7
年
9
月
に
菰
部
長
に
就

阪
府
奏
阪
市
の
加
盟
店
オ
ー
ナ
ー
が

任
。
り
ニ
ア
談
合
事
件
を
立
件
し
た
ほ

か
、
日
産
自
聖
の
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー

時
短
営
業
を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
断

行
す
る
な
ど
、
店
舗
で
は
次
々
問
題
が

ン
前
会
長
を
会
社
法
違
反
(
特
1
)

表
面
化
し
た
。

な
ど
と
し
て
起
訴
し
た
。
籍
部
長
は

セ
ブ
ン
ペ
イ
の
不
祥
麥
見
で
も
井

通
常
、
 
1
S
2
年
で
交
代
す
る
中
で
、

阪
社
長
は
姿
を
現
わ
さ
ず
、
後
藤
克
弘

森
本
氏
の
義
は
異
例
だ
。

副
社
長
が
泥
を
か
ぶ
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー

そ
の
鳶
夙
の
一
つ
と
し
て
、
「
W
年
ぶ

▲

1

=

Ξ

1

人
の
還

=

り
の
政
治
案
件
を
狙
っ
て
い
る
よ
う

だ
」
(
関
係
者
)
と
の
見
立
て
が
あ
る
。

笈
部
は
W
年
に
衆
院
議
員
だ
っ
た
石

川
知
裕
氏
を
政
誓
金
規
正
法
違
反
容

疑
で
逮
捕
・
立
件
し
た
。
現
在
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
は
、
あ
る
亀
議
員
の
負
則

が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
「
来
年
に
も
見
込
ま

れ
る
ゴ
ー
ン
氏
の
初
公
判
を
見
{
寸
る
た

め
」
(
同
)
。
保
釈
中
だ
っ
た
ゴ
ー
ン
前

会
長
が
「
記
者
会
見
を
開
く
」
と
明
ら

か
に
し
た
途
端
、
再
逮
捕
す
る
な
ど
「
豪

腕
」
を
振
る
っ
て
き
た
森
本
氏
。
初
公

判
を
引
き
継
ぐ
棗
地
馨
別
公
判
部

だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
と
い
、
蚤

情
も
あ
り
そ
う
だ
。
ゴ
ー
ン
氏
が
無
罪

と
な
れ
ば
笈
部
の
「
解
体
必
至
」
論

が
出
か
ね
ず
、
背
水
の
陣
を
敷
い
た
と

も
ヨ
西
え
る
。

栞
へ
の
筥
4
動

=
"

↓

Ξ

゛

▲

1

=

,

ジ
ム
・
ロ
ジ
ャ
L
ス

[
竪
・
翻
訳
・
監
]

小
里
博
栄

[
]
花
輪
陽
子

霜
二

=

1

=

い
ま
中
国
や
朝
鮮
半
島
で
起
き
て
い
る
劇
的
な
変
化
は
中

日
本
に
ど
ん
な
危
機
を
も
た
ら
す
の
か
?
・
信

世
界
の
見
方
力
1
8
0
度
変
わ
る
、
待
望
の
新
刊
!
版子

▼
黒
田
日
銀
総
裁
の
金
政
策
は
生
活
を
破
壊
す
る

▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
日
本
の
衰
退
を
早
め
る
 
D

▼
日
本
人
女
は
社
会
の
不
合
理
に
も
っ
と
「
N
0
」
を
^
四

ー
ー
ι

▼
米
中
貿
易
戦
争
の
末
は
武
力
突
も
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図2 急変した米株価とドル・人民元相場(ドル)
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